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  平成 25年度朝倉川育水フォーラム                               

 定時総会開催 
平成 25 年6 月 1 日（土）カリオンビルで 25 年度の 

定時総会が開催されました。 
 24 年度事業報告、決算報告、役員選任、25 年度事業                

計画・予算案について討議可決されました。 

その後「朝倉川へのメッセージ」の表彰式が行われました 

 川を通じて豊かな自然をはぐくみ、育てていく地道な                       

活動をこれからも続けていきます。                                                     

ご協力、ご援助これからもよろしくお願いいたします。 

 

 大好評   第２部 ビオトープツアー 
       第２部は初めての試みですが、ビオトープへ移動して行われました。 

      先発メンバーによって火がおこされ、田植えの準備をした「森っ子塾」の子どもたちは

泥まみれ!!全員お腹ペコペコ。さっそくお餅を焼いたり、ピザカレーで腹ごしらえ。 

その後、田植え組と里山探検ツアー組に分れて出かけることに。 

                                          

 

 
                                          

                                           ＜田植完了＞ 

 
 ＜並べられたお餅＞   ＜野外で食べるのっておいしいね＞  ＜う～ん、うまい!!＞ 

             ＊里山ミステリーツアー 

             いったいどんなところかなー。ちょっとドキド 

             キします。でも緑がいっぱいで気持ちがいい。 

             スリルがある丸太橋を渡ったり、岩を登ったり 

             川を飛び越えたりして、やっと目的地の不動滝。 

             滝の前で皆で記念撮影。帰りは違う道でビオト 

             ープまで無事帰りました。プチ探検でした。 

                         ＊田植えチーム 

                         子どもたちが主戦力。大人はサポートに回り 

                         ます。意外にむつかしい。始めはなかなかう   

                         まく植えられなかったのですが、終わる頃に 

                         は手つきも良くなりました。 

                         秋の収穫祭にはみんなで 

                         お餅つきしよう。 

                         ←豊橋東ライオンズさんご寄贈の井戸が大活躍 
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   平成 25年度 定時総会報告 
25 年度総会が開催されました。（一面に関連記事）今年度の活動内容の詳細です。 
朝倉川育水フォーラムも設立して 17 年を迎えることが出来ました。これもひとえに会員を

はじめ地域の方々の活動への理解とご協力の賜物です。このような自然環境を対象とする活

動は、一朝一夕に成果の出るものではありません。また、成果が出たから終わりというもの

でもありません。「継続は力なり」続けていくということが大変重要なことと考えています 

 本年度も、数多くの事業を予定していますので宜しくお願いいたします。 

ビオトープづくり事業 多米ビオトープ周辺整備、管理棟整備、管理用倉庫の設置 

炭焼き窯の整備とピザ窯の常設 

里山づくり事業                               里山エリアの自然を色々な方々に親しんでいただくために、多米ビオトープも含んだエ

リアの周回性を促す案内表示の設置 

朝倉川清掃事業 朝倉川を見つめる活動 

水辺の緑の回廊事業 県、市との協力体制のもと、川縁への新たな企画をし、次なる形での事業を模索してい

く 

調査研究事業 河川調査の報告書作成 

ホタル飼育ネットワーク事業 飼育ボランティアや小中学校と連携をとり、ホタルの飼育観察活動を実施する 

ＰＲ啓発事業 行政・NPO を中心とした外部視察の受け入れを行う 

 

 

                            

 

 

              

                      
 ４月１3 日（土）第 17 回 530 大会が開催されました。 
 参加人数は 2400 人超。67 団体（住民団体 20、学校 6、 

行政 7、企業 18、市民団体 16） 

回収ゴミは 2､9 トン（昨年 3､3 トン）その他にバッテリー、 

タイヤ、消火器、ガスボンベ、ミニバイク、自転車は１０台もありました。    ＜開会式＞ 

 今年は豊橋警察署さんにも本部に待機していただきました。自転車など盗難届けが出されている

物など迅速に処理していただくことができました。 

               併催イベントとして定着した「朝倉川へのメッセージ」は前年を 

               172 通越す３８７通もの応募がありました。 

               子どもたちの環境に対する関心の深さと思いを感じる作品がた 

               くさんありました。       

               （表彰作品を３頁に掲載） 

               川に集い、見、触れることで 

               川への親しみが増し、地域や 

 ＜おまわりさんも大奮闘＞    職場での繋がりもこんな些細 

なゴミ拾いの中からも根付いていっていることを感じさせられ、 

心温まるエピソードも生まれています。 

 来年もたくさんの皆様ご参加ください。 

           

                                      

活動方針 

2013.7 ◆ 朝倉川通信 



 昨年に引き続き 530 大会の併催イベントとして、朝倉川への思いを 1 枚のハガキに絵や写真やイラスト

で描いて応募していただいたところ、今年は 387 点（昨年 215 点）もの作品が寄せられました。 

その中から最優秀賞、優秀賞に選ばれた 6 作品を紹介します。   

 

 

 

 

                       

 

                       

                       

              

             ←山崎 達哉 

                   

                                   作品は朝倉川のＨＰから 

                                      ご覧になれます 

 

                                                                                       

                                        

    岩田 くるみ             大谷 将太 

                                              

                                                     

                                    。 

 

 

 

 

    河合 薫子             竹内 愛里            山口 隼汰 

 

              自然を楽しむこころ      理事長 高橋豊彦 

 今年は、会員の皆さま方のご理解とご協力を得て、多米の滝ノ谷園地内ビオトープが大きく生まれ変わりました。そ

れに伴い 6 月 1 日の総会終了後に「ビオトープ探検ツアー」も開催させていただきました。ビオトープに何度も訪れて

いる人･･･初めて訪れた人･･･いろいろでしたが皆さんそれぞれに楽しんでいただけたのではと思っています。 

 皆さま方の姿を、見させていただいている中でもっとこのエリアの自然を通して楽しんで頂く提案を会員の皆さま方と

一緒にさせていただければと思っています。 

 一方で、今年の第 17 回朝倉川 530 大会では初めて、豊橋警察署の要請をさせていただきました。その理由は、参加

者の皆さま方に拾っていただいたゴミの中に、盗難物件などの事件性のあるものが必ずと言っていいほど出てくるように

なってしまった･･･という経緯があったからです。 

 自然を愛し、楽しむ人もいれば、自らの手でしてしまったことを隠すために自然環境を利用している人たちもいる･･･

実は、この二つもほんの少しの違いだけなのかもしれない、という気がすることがあります。 

その為に出来ることを少しずつ会員や地域の皆さまとやっていければと思います。 

   ☆☆☆入選者一覧☆☆☆ 

最優秀賞 岩田くるみ 大谷将太 山崎達哉 

優秀賞  河合薫子 竹内愛里 山口隼汰   

入 選  天野穂乃香 池田和可 内山衛 神谷晏 河合冴栄草 河合みやび 

     川原侑奈 倉田帆乃風 小山うた 酒井優歌 酒井梨帆  

     白井尚典 東海林希実 高木奏衣 高野友羽 中神貴絵 

     中村瑛文 野田花梨 廣中花香 廣中茉優花 森孝太 

     柳瀬文香 山口琴音        （敬称略） 

 

 

 

 

（敬称略） 

優秀作品発表 

かわになコラム     



                                     

                                      

                    ＊＊朝倉川探検隊募集＊＊   

   朝倉川ではどんな生きものが暮らしているの？どんな所がすきなの？ 

   川にジャブジャブ入って、生きものと仲良しになろー!! 

      日  時 ７月２1日（日） ９時３０分～１１時３０分ころ 

      集合場所 競輪場前東先原公園横駐車場（530大会開会式の会場） 

      持ち物  帽子、水筒、ぬれてもいい運動靴、ぬれた時の着替え 

           バケツ、たもあみ、あれば虫めがね、図鑑など 

      参加費  無料 

      ※子どもだけでの参加はできません。 

                          問い合わせ・申込みはフォーラム事務局まで   

 

  
 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

   事務局より・・・                        

  

ＳＮＳ、facebook のページ 

  ぜひご覧ください 

 会費納入のお願い 

ご案内が遅くなり申し訳ありません。 

25 年度の会費納入の振込み用紙を同封させていただき 

ました。直接事務局までお持ちいただいても結構です。
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  ＊＊＊協働ありがとうございます＊＊＊ 

 ５３０大会やメンテナンス大会だけでなくビオトープ

では様々な団体や企業の皆様に協働の輪を広げていただ

いています。昨年は豊橋東ライオンズクラブさん、ロータ

ーアクトさん、ワルツさん、豊橋青年会議所さん等々。１

回だけの取り組みも大歓迎です。日程は基本的には毎月第

1 土曜日ですが、それ以外の   

日でもご相談ください。 

今までの活動例です。 

 ・里山の保全活動 

 ・ビオトープ作り 

 ・森の沢に橋をかける 

 ・ザリガニつり 

 ・森の音楽会 

 ・ツリーハウス作り 

 ・田植え・稲刈り体験 

 ・バームクーヘン・ピザ作り 

 ・燻製つくり・パン作り・野草を味わう 

 ・草木染め・自然観察会  等々 

  事務局までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊＊＊これからの予定＊＊＊ 

７月 21日（日） 朝倉川探検隊（生き物観察会） 

8 月 3日（土）  ビオトープ作業 

        以降；９月 7日 

        １０月 5日 

        １１月 9日  収穫祭 

        １２月 7日 

 

１１月 9日（土） 里山・ビオトープ収穫祭 

 

 

 

 

１１月 16 日（土）第 11回植樹メンテナンス大会 

           川と海のクリーン大作戦 

  

 

        

＊全てのお申込み・お問い合わせは＊ 

   特定非営利活動法人朝倉川育水フォーラム 

   〒440-8508 豊橋市花田町石塚 42-1 

    ＴＥＬ 0532-53-7211 

    ＦＡＸ 0532-53-7210 

   URL  http://www.asakuragawa.net 

   E-mail  hotaru@asakuragawa.net 
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